
 

 

 

 

禍福
か ふ く

は糾
あざな

える縄の如し ～人間万事塞翁が馬  

２０２２（令和４）年も残りわずかとなりました。今年は皆さんにとってどんな１年だったでしょうか。 
 この一年を振り返ると、新型コロナウイルスの感染拡大を始め、台風や地震などの自然災害、そして、事
件や事故、戦争による社会・経済活動への影響など、つらく悲しい出来事もありました。 
 しかし、スポーツの世界では、大谷選手のメジャーでの活躍に始まり、佐々木朗希選手の 28 年ぶりパー
フェクト、北九州市出身の今永昇太選手のノーヒットノーラン、最近ではサッカー日本代表の活躍など明る
い話題もたくさんありました。 
 また、武雄温泉・長崎間を結ぶ西九州新幹線の開業。身近なところでは、「ジ アウトレット北九州」の開
業などもありました。 
 そして、私たちの身近なところでは、コロナの感染も少し収まり、ようやく関西の修学旅行が実現し、体
育大会や文化発表会でも保護者の方に見ていただくこともできました。 
 「禍福は糾える縄の如し」という言葉があります。幸福と不幸は、縄をより合わせたように、入れかわり
交互にやってくるということです。これからも皆さんの将来には様々な出来事が訪れると思います。その時
に、幸せな時は、いつ災いが起きるか分からないと気を引き締め、不運で不幸だと思ったときは、いつかは
幸運が巡ってくると前向きに考えていきましょう。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《令和５年２月以降の予定》 

２月 ３日（金）中学校入学説明会 

２月 ７日（火）８日（水）公立推薦入試 

２月 ９日（木）１０日（金）３年生保護者会 

２月１５日（水）～１７日（金）学年末考査 

３月 ３日（金）３年生を送る会 

３月 ７日（火）８日（水）公立一般入試 

３月 ９日（木）第２２回 卒業証書授与式 

３月２４日（金）修了式 

※新型コロナウイルス感染症等の影響により予定が変更になることがあります。 
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【今後の主な行事予定】 

１２月２７日（火）２８日（水）１月４日（水）学校閉庁日 

 １月１０日（火）３学期始業式 

 １月１１日（水）実力テスト（３年） 

 １月１８日（水）あいさつ運動 

 １月１９日（木）中学校説明会（枝光小） 

 １月２０日（金）私立推薦入試  百人一首大会（１年） 

 １月２５日（水）公立特色化入試 百人一首大会（２年） 

 １月２６日（木）中学校説明会（ひびきが丘小） 

１月３１日（火）２月１日（水）２日（木）私立一般入試 

 

11/30 中村文昭氏講演会で、講師の話

に聞き入る全校生徒。 

12/14 最後のクラスマッチ、男子ソ

フト女子バスケを楽しむ 3年生。 
12/8 九国付高校の見学に行き、副

校長先生の話を真剣に聞く 2年生。 

12/21 自殺予防教室で、皆から出さ

れた意見を共有する 2年生。 

<令和 4 年度 枝光台中学校区 笑顔ミーティングの報告>  生徒会長 小﨑奏汰 

 本年度、中学校は生徒会執行部が、校区二つの小学校は 6 年生が、「いじめ防止の取組」と「ゲームや SNS の適正な使用」

という二つのテーマで話し合いをしました。 

 「いじめ防止の取組」については、・「定期的なアンケートの実施」・「先生との教育相談」・「人権に関する学習」の実践が上げ

られました。特に今年度中学校では、あいさつ運動の回数を増やしました。それは、日頃から顔を合わせてあいさつができる関

係をつくることが「いじめ防止」につながる活動だということを全校生徒で意識してほしいからです。 

 「ゲームや SNS の適正な使用」についは、良いい面と危険性について議論を深めました。その中で出た意見は・「リフレッ

シュすることができ、楽しいと感じることができる。」・「様々な知識を得ることができる。」という良い面と、・「長時間の使用

によって健康を害することがある。」・「見ず知らずの人と知り合いになりトラブルになる。」・「相手の気持ちを考えない行動に

なりがち。」といった危険性について意見が出されました。 

 そして、今回改めてこのような話し合いをして、今後学校で取り組みたいことをまとめました。 

 一つ、ルールを守ることの大切さを繰り返し学ぶ。二つ、危険なことや危機感をもつために実際に起こったことを教え合っ

たりする。三つ、ゲームや SNS を使わなくてもコミュニケーションを取ることができることを再確認する。 

 以上、これを機に皆さんも、自分や周りの人を大切にする気持ちについて考え、いじめのない中学校区にしていきましょう。 


